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財政自主再建計画を達成し健全財政へ

自
主
再
建
計
画
の
あ
ゆ
み

宇
治
市
は
四
十
五
年
度
に
二
億

二
千
三
百
万
円
の
赤
字
と
な
り
、

四
十
八
年
度
に
は
赤
室
裂
が
減
少

し
た
も
の
の
四
十
九
年
度
以
降
は

再
び
恋
工
顎
が
増
大
。
財
政
危
機

が
長
い
期
間
に
わ
た
夕
継
続
し
ま

し
た
。昭

和
三
土
（
年
以
降
の
は
げ
し

い
宅
地
造
成
と
人
口
急
増
に
よ
っ

『
学
校
建
設
や
福
祉
、
清
掃
な

ど
多
く
の
施
策
に
追
わ
れ
。
ま
た

国
の
財
政
補
助
制
度
の
不
備
か
ら

超
過
負
担
が
増
大
し
、
苦
し
い
財

政
運
営
監
ｉ
な
く
さ
れ
た
こ
と

が
、
財
政
危
機
の
主
な
原
因
で
す
。

と
く
に
、
四
十
九
年
以
降
は
石
油

危
機
に
よ
る
不
況
と
イ
ン
フ
レ
に

よ
る
税
収
入
の
落
ち
込
み
と
と
も

に
行
政
経
費
が
増
大
し
、
き
り
に

学
校
建
設
事
業
債
の
元
利
唇
釜

（
公
債
費
）
が
急
増
し
た
こ
と
’
い
）

大
奇
く
影
響
し
て
い
ま
ｙ
。

こ
ラ
し
た
中
で
、
市
は
国
に
対

し
て
地
方
行
財
政
制
度
改
善
へ

の
働
き
か
け
夕
遥
め
る
と
と
も
に
、

一
方
で
は
、
市
長
な
ど
三
役
の
減

給
や
管
理
職
手
当
の
減
額
、
職
員

給
与
の
改
定
実
施
月
の
繰
り
下
げ
、

ま
た
事
務
経
費
の
節
減
や
機
構
の

縮
小
、
職
員
定
数
の
削
減
な
ど
で

財
政
危
機
打
開
に
つ
と
め
刄
茎

レ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

五
十
二
年
度
に
は
十
四
億
円
m

え
る
累
積
恋
石
予
想
さ
れ
、
財

政
再
建
団
体
に
転
落
し
ぶ
ね
な
い

５
ヵ
年
の

き
び
し
い
内
容

5
3
年
度

五
年
度
に
お
い
て
財
政
再
建
を
速
成
す

る
目
途
が
回
答
し
た
こ
と
は
、
議
会

や
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
職
員
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

厚
ぐ
お
礼
申
し
あ
げ
柔
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
再
彗
箇
が
達
成

さ
れ
る
と
は
い
え
、
市
の
財
政
構
造
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
チ
。

5
7

5
6

5
5

実質IK支の推移

5
2

９
千
８
麟
Ｓ
当
初
計
圖
は
5
2
年
策
Ｋ
Ｓ
<
≫
６
ｆ
”

逓
次
、
計
圃
変
更
を
し
ま
し
た
．

当
初
計
画

円
慄ク

｀

０

字
字
黒
會
↓
赤

五
十
三
年
度
を
、
再
孜
評
田
の

第
一
年
准
と
し
ま
し
た
。

五
十
三
年
度
決
算
で
の
歳
入
歳

出
差
引
額
は
三
冶
ヱ
八
千
五
百
五
十

七
方
円
で
、
五
十
二
年
度
末
の
赤

字
補
て
ん
額
及
び
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
客
賢
酒
い
た
実

質
収
支
で
は
五
億
五
百
二
十
一
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
計
画
上
の
赤
字
額
十
億
四
千

二
百
十
七
万
円
か
ら
夭
幅
に
密
ｆ

解
消
夕
前
進
さ
せ
、
大
奇
く
財
政

構
造
忿
吹
善
。
財
政
再
建
へ
の
ふ
「

後
の
展
望
に
明
る
い
見
通
し
が
得

β
れ
ま
し
た
。

こ
の
原
因
は
、
地
方
交
付
税
や

円億Ｃ
Ｊ

吻
穣
万
金
の
増
収
、
職
員
給
与

の
低
率
改
定
に
よ
る
人
件
費
の
減

な
ど
に
よ
る
も
の
ｐ
ｕ
≫
こ
れ
は

国
に
対
す
る
制
廓
収
革
の
運
動
と

再
建
計
画
の
誠
実
な
遂
行
へ
の
努

力
の
積
み
上
げ
で
も
あ
り
ま
ず
。

具
体
的
な
取
ぴ
組
み
と
し
刄

財
政
自
主
再
建
推
準
一
ふ
部
か
設
置

し
、
職
員
給
与
は
昇
給
三
ヵ
月
延

伸
や
二
千
円
の
削
減
な
ど
の
対
策

を
講
じ
ま
し
た
。
一
方
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け
、
ご
み
の

週
二
回
収
集
や
米
飯
給
食
な
ど
の

実
施
を
中
心
と
し
て
各
職
場
で
増

大
す
る
事
務
事
業
に
対
処
。
夢
り

に
、
機
構
改
革
と
職
員
定
数
再
配

置
に
取
ぴ
組
み
ま
し
た
。
こ
フ
し

た
全
庁
的
な
取
昨
一
組
み
で
、
行
財

政
の
運
営
に
努
め
て
き
た
こ
と
な

ど
が
、
財
政
好
転
へ
の
大
き
な
要

因
で
し
た
。

財
政
体
質
の
改
善
と
し
『
す

で
に
弱
行
済
の
地
方
債
で
利
率
の

高
い
退
職
圭

債
を
二
億
一
千
三
百
四
十
万
円
繰

上
償
還
し
、
借
金
の
軽
減
か
ほ
か

S
V
m
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
強
い
要
望
の
あ
る
事
業

を
翌
年
度
に
実
施
す
る
財
源
と
し

て
三
億
円
の
積
み
立
て
か
行
い
ま

し
た
。

5
4
年
度

五
十
四
年
度
は
、
菟
道
第
二
小

学
校
の
全
面
移
転
改
築
や
平
盛
幼

稚
園
の
新
設
、
集
会
所
の
増
設
な

ど
積
極
的
に
施
誓
農
開
。

国
へ
の
財
政
制
度
の
改
善
要
望

で
は
、
学
校
用
地
債
の
Ｉ
莉
償
還

金
の
交
付
税
算
入
率
が
引
零
エ
げ

ら
れ
、
市
と
し
て
職
員
定
数
再
配

置
忿
行
い
行
政
の
効
率
化
を
図
っ

た
９
七
目
主
再
建
播
行
の
土
台

づ
ぐ
り
に
寄
与
し
た
も
の
Ｐ
Ｗ

五
十
四
年
度
決
算
で
の
歳
入
歳

。
出
差
引
額
は
四
億
五
千
二
亘
二
万

円
の
黒
字
で
ｙ
が
五
十
三
年
度

末
の
赤
字
補
て
ん
饗
抄
翌
年
度

へ
繰
£
V
越
す
べ
農
咀
写
差
し
引

い
た
実
質
収
支
は
、
二
Ｉ
八
百
三

十
万
円
の
赤
字
。
こ
れ
は
、
前
年

度
に
続
ぐ
計
回
以
上
の
赤
字
解
消

で
じ
た
。
そ
し
て
、
五
十
四
年
度

分
の
自
主
再
建
当
初
計
回
后
一
置

付
け
た
第
五
回
套
更
計
画
騨
か
ら

で
ば
、
二
億
九
千
三
百
几
十
万
円

の
好
転
で
し
た
。

財
政
体
質
の
改
善
に
は
、
前
年

’
度
に
続
き
地
方
債
の
繰
上
雲
居

行
い
、
五
十
五
年
以
降
の
再
櫨
肝

画
の
仕
上
げ
及
び
完
了
後
に
お
け

る
事
業
推
進
の
安
定
化
奎
凶
る
た

め
、
調
整
財
源
に
三
億
一
千
万
円

忿
積
み
立
て
ま
Ｌ
だ
。

財
源
の
確
保
は
、
前
年
廓
と
同

様
に
税
収
入
や
地
方
交
付
税
な
ど

の
増
加
収
入
の
ほ
か
、
歳
出
面
で

職
員
数
の
抑
制
や
人
件
費
の
減
な

ど
に
よ
り
毒
レ
だ
。

こ
.
ｒ
o
ｔ
!
好
転
で
、
五
十
四
年

十
二
月
に
計
画
期
間
を
一
年
間
短

恒
屋
芒
だ
。

そ
し
て
、
懸
案
と
な
っ
て
い
ま

し
た
宇
治
市
総
合
計
画
に
馬
つ
ぐ

実
施
計
画
を
五
十
五
年
度
か
ら
三

ヵ
年
の
ロ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で

実
施
し
て
い
く
こ
と
ｉ
ｊ
荼
し

Ｉ
ｙ
作一ｔくＥ要Ｊい

5
5
年
度

五
十
五
年
度
腿
裡
出
納
轄
理

期
間
中
で
７
が
、
三
月
で
第
十
一

回
底
更
計
画
額
で
の
決
薫
見
込
み

は
、
歳
八
歳
出
差
引
額
七
億
二
千

｛
〈
百
八
十
四
が
円
と
な
り
、
五
十

四
年
度
末
で
の
赤
字
額
の
補
て

ん
額
及
び
翌
年
度
へ
繰
Ｓ
＼
越
す
ぺ

良
誕
写
差
」
引
い
た
実
質
収
支

は
、
一
堡
〈
千
二
百
五
十
五
万
円

の
黒
字
。
こ
れ
は
、
五
十
五
年
度

分
の
自
害
ｔ
m
m
計
画
と
位
置

付
け
た
第
八
回
穿
更
計
画
額
で
の

恋
面
額
五
千
ち

か
ら
み
て
。
実
質
収
支
の
好
転
額

は
二
億
一
千
八
百
八
土
（
万
円
と

な
り
ま
罵

こ
の
ほ
か
の
対
策
は
、
事
業
財

源
と
し
て
一
億
円
の
葵
庸
入
の

取
り
止
め
。
さ
ら
に
庁
舎
増
築
財

源
に
一
億
円
を
積
み
立
て
る
こ
と

に
し
て
い
ま
ｆ
］
。
ま
た
、
特
別
職

一
般
職
の
退
職
及
び
応
募
退
職
者

の
増
加
に
よ
っ
て
計
画
參
否
７

上
回
る
退
職
金
の
需
要
増
加
額
二

億
五
千
万
円
敬
＆
周
え
る
好
転
が

見
込
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

き
ら
に
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

畏
￥
経
常
収
支
比
率
が
、
八
九

訂
と
－
m
-
の
回
復
が
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
t
≪
Ｊ

て
い
ま
ず
。

全
庁
的
な
取
ぴ
組
み
の
中
で
、

m
ｔ
Ｔ
ｎ
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
沿

っ
て
行
財
政
タ
運
営
。
こ
の
こ
と

が
計
回
期
間
を
さ
ら
に
一
年
聞
短

縮
し
。
五
十
五
年
度
で
実
質
的
に

計
画
奮
９
さ
せ
る
恩
讐
と
な

っ
た
の
で
で
］
。
さ
ら
に
十
年
間
に

わ
た
ゑ
拳
財
政
、
そ
の
も
の
に

終
り
昨
を
告
げ
る
も
の
で
す
。

◇

市
で
は
、
計
画
完
了
唆
は
実
施

計
画
に
馬
つ
吸
住
民
の
福
祉
向

上
や
都
市
某
屋
の
整
備
・
拡
充
に

努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。
そ

し
『
財
政
計
画
を
指
標
と
し
て

健
全
な
行
財
政
の
運
営
を
図
り
、

清
潔
で
決
慰
美
行
の
、
ゆ
る
ぎ

な
い
活
力
の
あ
る
市
政
の
推
進
を

め
芦
Ｉ
チ
。

r
ｏ

（
Ｘ
‥
》

ｑ
‘

財
０
将

字
2
0
ヽ

赤
恥
リ

で
億
な

画
１
に

計
約
と

年
ヽ
こ

力
え
る

５
う
す

に
一
一

度
消
年

年
解
力

5
3
を
２

・
字
を

定
赤
間

策
積
期

を
累
画

画
ヽ
計

計
で
ヽ

建
末
て

再
度
し

主
年
う

自
5
5
こ

政
一
＠

財
が
す

に
た
で
・

月
し
み
た

1
2
ま
込
し

年
さ
見
ま

5
2
て
る
さ

和
め
な
開

昭
進
に
を

ヽ
を
字
望

は
建
黒
展

で
再
質
い

市
主
実
る

泊
自
の
明

宇
の
円
に

政
万
来

宇
治
市
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か

ら
の
人
口
急
増
に
伴
ラ
学
校
建
設
な
ど

の
支
出
増
、
オ
イ
ル
シ
ョ
″
ク
後
の
不

況
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ

り
、
財
政
事

情
は
悪
化
の

こ
挙
登

･
£
＼
≪
_
Ｈ
Ｊ
°

Ｉ
そ
こ
で
、

五
十
三
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
累
積

赤
字
の
解
消
と
財
政
体
質
の
改
善
m

る
た
め
、
財
政
自
主
再
建
計
画
政
一
楚

い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十

そ
こ
で
、
過
去
の
急
激
な
都
市
化
に
よ

っ
て
牛
Ｉ
、
今
Ｂ
な
お
山
積
す
る
諸
問

題
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
、
計
回

的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
Ｓ
v
i
J

い
と
老
え
て

さ
ら
に
計
画
的
行
財
政
を

宇
治
市
長
　
池
本
正
夫

c
-
t
手
一
。

住
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か

っ
た
ま
ち
に

す
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
拿
す
。
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2カ年短縮して赤字解消
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9りよだ政市治宇

母子家庭

母
親
に
医
療
費
を
助
成

５
月
１
日
か
ら
申
請
受
付

市
で
は
現
在
、
福
祉
施
策
の
一

環
と
し
て
「
母
子
家
庭
児
に
対
す

る
福
祉
医
療
費
の
支
給
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
Ｚ
一
一
、
七
月
一
日

か
ら
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
母

親
も
対
象
者
と
な
り
ま
ず
。

こ
の
制
度
M
ｔ
ｅ
る
こ
と
が
で

き
φ
人
は
、
次
の
す
べ
て
の
事
項

に
あ
て
は
ま
る
人
で
す
。

①
小
学
校
在
学
中
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
母
親

②
健
康
保
険
に
よ
る
診
療
で
目
己

負
担
の
あ
る
母
親

こ
の
事
業
に
該
当
す
る
人
は
、

五
月
一
日
か
ら
申
請
夕
受
付
け
し

ま
あ
で
、
健
康
保
険
証
と
印
鑑

*
1
＃
つ
て
福
祉
事
務
所
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ヽ

く
わ
し
い
こ
と
は
、
社
会
課
福

祉
医
療
係
（
酋
＠
１
１
４
１
、
内

線
2
8
3
・
3
7
1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い
。
・
心
襲
諌
）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

2
5
日
か
ら
監
視
体
制
に

旦
Ｆ
も
だ
ん
だ
ん
強
ま
ひ
、

光
化
学
ス
モ
″
グ
の
発
尹
羊
す

い
季
節
と
な
ぴ
ま
し
た
。
京
都
府

と
宇
治
市
で
は
、
四
月
二
十
五
日

か
ら
光
化
学
ス
モ
″
グ
の
監
視
体

制
に
入
塾
手
］
。

－
－
宇
治
市
で
は
、
昨
年
、
五
月
三

日
の
第
一
号
鳶
呼
応
、
三
回
の

注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

光
化
学
ス
ミ
’
グ
の
注
意
報
や

警
報
が
発
令
さ
れ
乖
£
、
市
内

の
小
・
中
学
校
、
高
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
、
警
察
署
な
ど
約
百
ヵ
所

に
『
光
化
学
ス
モ
″
グ
注
意
報
発

令
中
」
な
ど
の
タ
レ
幕
夕
掲
げ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ｊ
｛
５
に
、
一
フ

ジ
オ
や
テ
レ
ビ
ｐ
-
≫
>
報
道
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
７
。

六
月
か
ら
八
月
に
怯
花
学
被

害
も
予
想
套
笛
子
の
で
、
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。
注
意
報
や

警
報
が
発
令
在
れ
た
時
は
、
で
き

る
な
以
外
に
出
な
い
ぶ
フ
に
し
、

過
激
な
運
動
は
さ
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

納
税
証
明
書
は
、
納
税
通
知
書

（
納
付
書
）
の
右
側
に
つ
い
て
い

ま
す
の
で
、
納
め
β
れ
た
時
に
、

領
収
証
轡
と
も
に
、
受
領
印
を

所
定
の
場
所
に
押
し
て
も
ら
っ

て
、
必
要
な
時
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
局
の
窓
口
で
は
、

軽
自
動
車
税
m
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
銀
行
、
信
用
金

分
か
ら
第
４
期
分
ま
で
を
前
納
さ

れ
る
人
は
、
前
納
報
奨
金
額
を
年

税
額
か
昆
哨
い
て
納
め
る
こ
と

が
で
堡
乖
ゐ
で
、
４
月
3
0
B
ま

で
に
青
色
の
報
奨
金
交
付
用
の
用

紙
で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
市
税
に
も
口
座
振
替
制

度
が
あ
り
ま
ｙ
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
（
納
税
課
）

催
し

案
内

軽
自
勣
車
税
納
税
証
明

車
検
に
必
要

軽
自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）

に
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明

書
が
必
要
で
す
。

軽
自
動
車
税
・
固
定
賢
産
税

今
月
は
納
期

４
月
は
軽
自
動
車
税
と
固
定
資

産
税
の
第
１
期
納
期
月
で
す
。
わ

す
れ
ず
に
、
近
ぐ
の
銀
行
な
戸
盃

融
機
関
で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
第
１
期

水
道
の
開
せ
ん

早
い
め
に
連
絡
を

水
道
は
、
転
居
当
日
に
手
続
き

を
さ
れ
て
も
、
申
込
み
順
に
開
せ

ん
す
る
た
め
、
そ
の
日
に
す
ぐ
水

が
出
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
６
？
芯
入
居
二
、
三
日
前

に
水
道
部
へ
印
か
ん
と
予
納
金
を

持
参
し
、
開
せ
ん
手
誓
答
し
て

く
だ
さ
い
。
予
納
金
は
。
水
道
管
の

口
径
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
ず

・
が
、
1
3
S
で
千
九
百
六
十
円
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
水
道
部
業
務

課
営
業
係
（
Ｓ
⑩
1
1
4
1
）
へ
。

（
水
道
部
）

募
集

育
成
学
級
指
導
員

奎
吊
教
育
委
員
会
で
は
、
育

成
学
級
指
導
員
を
募
集
し
示
ｙ
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ

ひ
ろ
ば
デ
ー

市
民
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
忿
番
几
で
い
た
だ
こ
う

と
、
４
既
９
励
に
「
ス
ポ
ー
ツ

゛一ｌ｀一一
ｌ｀

一

｀

一一

９
″″゛｀

一
｀皿

４

高齢者の求職

無料相談の利用を

レ
ー
ボ
ー
ル
）
宇
洽
小
学
校
（
午

後
１
時
半
～
３
時
半
）
、
南
宇
治
中

学
校
（
午
前
1
0
時
～
1
2
時
）
。

一｀

｀一｀・゛一皿｀一一一一４

宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
第
三

木
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
市

役
所
分
庁
舎
で
、
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
’
・
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
の
高

齢
者
無
料
職
業
紹
介
相
談
所
の
所
員
が
あ
た
り

ま
す
。
高
齢
者
に
適
し
た
仕
事
を
お
探
し
の
人
は
、

宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
宇
治
橋
通
り
市
役

所
分
庁
舎
内
・
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

（
体
力
測
定
ｅ
木
幡
小
学
校
（
午

前
1
0
時
1
1
2
時
）
、
伊
勢
田
小
学

校
（
午
後
２
時
～
ｔ
時
）
。
症

ス
ポ
ー
ツ
》
菟
逗
小
学
校
（
午
前

1
0
時
～
1
2
時
）
。
傘
球
）
南
小
倉

小
学
校
（
午
後
１
時
半
～
３
時

半
）
。
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト

ポ
ー
ル
）
北
小
倉
小
学
校
（
午
前

1
0
時
～
1
2
時
）
。（
社
会
教
育
課
）

◇

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
き
…
５
月
８
日
～
６
月
１

日
の
毎
週
金
・
月
曜
、
い
ず
れ
も

午
後
７
時
半
～
９
時
半
ま
で
▼
と

こ
ろ
…
木
幡
中
学
校
▼
対
象
・
：
一

市
政
短
信

市
で
は
、
。
「
宇
治
市
政
だ
よ

り
」
の
新
聞
未
購
読
世
帯
へ
の

配
布
欠
四
月
十
一
日
号
か
ら

封
筒
に
切
ひ
替
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
従
来
、
新
聞
折
り

込
み
に
よ
る
配
布
の
他
、
新
聞

未
購
読
世
帯
な
ど
の
申
し
出
に

よ
り
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
十

六
日
に
第
三
種
郵
便
物
の
認
可

を
受
け
、
帯
封
筒
（
低
料
金
）

で
郵
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
べ
郵
便
法
第
二
三
条
の

第
三
種
郵
便
物
認
可
条
件
に
適

合
せ
ず
、
認
可
の
取
り
消
し
に

な
っ
た
た
め
で
す
。
（
郵
送
数

般
女
子
▼
参
加
料
…
五
百
円
▼
申

込
み
：
５
月
８
日
ま
で
に
、
参
加

料
忿
添
え
て
襲
蔵
育
課
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

◇

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
苧
・
５
月
３
日
剛
、
午
前

1
0
時
～
1
2
時
▼
と
こ
る
・
・
菟
道
第

二
小
学
校
▼
内
容
・
・
・
高
齢
者
が
日

常
気
軽
に
行
え
る
健
康
体
操
や
ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
の
指
導
な
ど
▼
参
加

料
…
無
料
。

参
加
夕
希
望
”
元
る
人
は
、
当

日
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で
直
接

会
場
に
集
合
し
で
７
、
だ
さ
い
。

（
襲
薮
育
課
）

＝
４
月
１
日
現
在
、
4
0
5
件
・
6
7
7

部
）市

で
は
今
後
、
息
保
広
報

紙
の
公
共
性
な
ご
か
ら
．
法
制

上
の
特
別
措
置
を
求
め
て
。

下
市
長
会
や
全
国
市
長
会

い
Ｊ
一

か
通
じ
て
国
へ
働
脈
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
。

◇

四
月
一
且
琲
薪
規
職
員
十

九
人
を
採
用
。
（
内
訳
Ｌ
一
般

事
務
丈
、
土
木
技
師
ｔ
人
、

建
築
技
師
Ｌ
人
、
保
母
叉
、

学
校
用
務
員
―
人
）

八
日
間
に
わ
た
る
研
修
m

え
。
定
期
人
事
異
動
に
《
石
せ

て
、
四
月
十
日
に
各
職
場
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
０
市
民
の
み
な

さ
ん
と
接
ず
る
こ
と
が
大
事
と
、

一
同
は
り
き
っ
て
い
ま
ｙ
。

４Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｊ

〈講師紹介〉

一
゛｀

郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
福

祉
強
調
運
動
に
ち
な
み
、
郵
便
は

な
蔡
重
度
の
身
体
障
害
者
の
人

に
、
一
人
に
つ
き
二
十
枚
を
無
料

で
配
布
し
ま
ｙ
。

対
象
は
、
身
障
手
帳
一
級
・
二

級
の
璽
度
の
身
体
障
害
者
で
、
昭

和
堕
亨
月
１
日
現
在
で
満
―
歳

以
上
の
人
で
ｙ
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
５
月
3
1
日

ま
で
に
、
印
か
ん
忿
持
参
の
う
’
ぺ

近
ぐ
の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手

腸
ぶ
穂
示
し
。
所
定
の
用
紙
で
申

請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
代
理
人
で
も

受
付
け
て
い
ま
ｙ
。

な
お
、
用
紙
は
郵
便
局
や
福
祉

事
務
所
な
ど
に
あ
り
ま
ず
。
郵
便

に
よ
る
申
請
も
で
き
ま
す
。

（
宏
屍
便
局
）

精
神
薄
弱
者
介
護
用
車
両

駐
禁
除
外
制
度
が
実
施

京
都
府
道
路
交
通
規
則
が
改
正

芦
れ
、
精
神
薄
弱
者
の
介
護
用
車

きぶまや

両
に
対
す
る
駐
車
｀
ｍ
除
外
指
定

の
制
度
が
、
四
月
一
日
か
ら
実
施

市民図書室・開室15周年

記念講演会

さ
れ
て
い
未
了
。

対
象
は
、
療
育
モ
唄
「
Ａ
」
の

交
付
か
受
け
て
い
る
精
神
薄
弱
者

の
介
護
用
車
両
で
す
。
申
込
み
や

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
警
察
署
交

通
課
ま
た
は
京
都
府
警
察
本
部
交

通
規
制
課
・
道
路
使
用
係
（
雲
０

７
５
卜
4
5
1
－
9
1
1
1
S
内
線
Ｃ
Ｏ

０
３
４
）
へ
。

（
福
祉
課
）

一
一
一
乙
ｍ
四
四
作
』
ｔ
一
心
四
回
Ｊ
べ

演
し
一
に
薦
躍
ば
と
肘
ぐ
合
さ

講
と
貝
眸
劉
飛
μ
ん
Ｉ
に
室
四
場
だ

に
１
お
竺
ぶ
≪
･
鸞
昌
一
禦

ｍ
イ
Ｊ
皿
四
万
即
４
句
四
Ｉ
祇
い
皿
ご

を
さ
た
た
｀
会
に
市
時
宍
・
い
泣
は
治
だ
込
｀

年
皆
を
ま
が
寅
と
ヽ
゜
―
皿
つ
児
人
宇
く
中
で

周
の
ヽ
・
す
廓
伝
を
す
後
会
に
ぐ
る
ヽ
み
ヽ
の

1
5
民

？

す
て
■
お
で
り
ま
午
大
学
ん
れ
し
込
が
す

室
市
の
ま
定
・
ど
゜
く
い
ヽ
階
文
さ
さ
入
申
す
ま

開
は
加
い
予
す
ａ
ヽ
づ
て
吻
３
の
子
望
記
お
で
り

ヽ
室
増
て
る
ま
、
へ
官
し
日
官
子
よ
希
を
で
料
あ

は
書
も
げ
す
い
牡
ヽ
ほ
に
８
価
い
み
を
号
ま
無
が

で
図
数
あ
成
て
て
し
書
と
月
民
幼
谷
加
番
ｊ
は
と

室
民
冊
を
完
れ
室
に
図
こ
５
市
Γ
松
参
話
９
加
こ

書
・
市
し
鳴
が
ら
書
点
る
く
一
一
一
一
一
電
一
参
る

図
す
ヽ
出
悲
館
８
図
発
哨
い
き
ろ
演
師
み
・
7
1
ヽ
す

民
ま
在
貸
い
書
”
民
出
て
て
こ
込
名
尻
お
り

市
き
現
書
し
図
も
市
す
用
え
と
と
講
講
申
氏
里
な
断

開
図
れ
央
望
ざ
利
考
ｐ
ａ
ａ
ｐ
ａ

゛
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｀
ｅ
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皿
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心

じ
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ｌ
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Ｊ
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ご

松谷みよ子さんを迎えて

第
2
3
回
こ
ど
も
読
書
週
間
（
5
月
1
日
～
1

4
日
）

…
…
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一
｛
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一
一
一
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